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　本稿は解学詩 ・張克良編『鞍鋼史（１９０９～１９４８年）』（北京，冶金工業出版杜，１９８４年）

の第３章「鞍山製鉄所的変遷」（解学詩執筆）を著者の許可をえて翻訳したものである 。

　著者の解学詩氏は現在，吉林杜会科学院日本所研究員（大学の教授にあたる）として ，

満鉄を中心とする戦前日本帝国主義の中国東北部（旧「満州」）における侵略活動と玩

地の経済杜会に与えた影響について ，東北を中心として中国各地に残されている各種

の資料の調査および収集を行ない，それを基礎とした研究発表を続けられている 。た

とえぱ，私たちの目にふれることができたものとしては，丁満鉄史資料』第２巻「路

権編」（全４冊，北京，中華書局，１９７９年）および，胴』第４巻ｒ煤鉄編』（全４冊，同 ，

１９８７年）の主編，『偽満州国史』（長春，吉林人民出版杜，１９８０年）の姜念東，伊文成，呂

元明，張輔麟各氏との共同編著かあり ，『鞍鋼史』もその一つである 。

　本文４２０頁（付録共４６４頁），４０万字強に達する『鞍鋼史』はつぎの諸章からな ってい

る。

第１章日本帝国主義の鞍山鉄鉱への着手

第２章　偽の合弁「振興公司」

第３章　鞍山製鉄所の変遷

第４章　生産と管理
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第５章　鞍鋼第一代鉱山労働者と鉄鋼労働者

第６章　ｒ９ ・１８」事変後の昭和製鋼所の成立

第７章　膨大な戦時鉄鋼掠奪計画

第８章偽満末期の鉄鋼業の混乱と崩壌

第９章　９万の鉄鋼および鉱山労働者の苦難

第１０章　国民党統治期の鞍鋼

（以上の諸章のうち第１ ，５ ，９ ，１Ｏの４章を張克良氏が執筆し ，その他の６章の執筆および全

体の検討が解学詩氏の担当とされている 。）

　近年，日本の経済史研究，歴史研究において，戦前日本帝国主義の植民地支配なら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
びに「満州」支配の研究が大きく進展している 。しかし ，植民地や「満州」での日本

帝国主義の活動の全実態の把握とそれにもとづく評価という点では，残された課題が

なお少なくないように思われる 。本書は東北を中心に中国各地に存在する数多くの関

係資料の収集 ・整理（これまで未利用の資料が少なくない）を基礎にして ，満鉄鞍山製鉄

所およびその後身である昭和製鋼所の活動の全歴史を実態にもとづきながら批判的に

考察したものである 。章構成によっ ても示されているように，日露戦争後の日本帝国

主義の「満州」支配の開始から第２次大戦後の国民党統治下に至るまでの時期につい

て叙述がなされているとともに，日本帝国主義と張作森軍閥や漢好との結びつきだけ

でなく ，実際の諸設備の建設や生産状況，技術，労務管理と労働者の低抗など数多く

の具体的諸事実が明らかにされている 。本稿では第３章のみの訳出にとどめざるをえ

ないが，本書が日本における研究の前進に寄与するところは小さくないように思われ

る。

　なお，本書には数多くの写真が載せられているが，省略した。また，注は各頁毎の

脚注形式にな っているが便宜上，本資料では各節毎に通し番号をつけ，節の最後尾に

まとめた。表の番号についても ，第３章での順とした。文中［　１は訳者の補足で

ある 。

　１）金子文夫「最近の『満州』杜会経済史に関する文献目録（１９７…ト１９８７年）」［横浜市立大学

　　論叢（人文科学系列）』第３９巻第２ ・３合併号 ，１９８８年３月 ，参照。なお，同氏は中国にお

　　ける日中経済史関係の研究目録についても作成されている（同上目録「注」参照）。

（８９７）



１１２ 立命館経済学（第３７巻 ・第６号）

１　鞍山製鉄所の設立

　（１）戦争と日本の鉄鋼政策

　第１次世界大戦期にあわただしく日本が鞍山一帯の鉄鉱権益をかすめとっ たことは ，

当時の世界経済情勢と密接に関連していた。日本は参戦国の一つであ ったにもかかわら

ず， 何らの損害も蒙らず，逆に，外国市場の急速な拡大により巨大な経済的利益を獲得

したのだ った。西欧のいくつかの参戦国は生産活動を大きく破壊され，屈際市場を放棄

せざるをえなか った。こうして日本は外国品の侵入を免れたのみならず，海外への発展

も可能とな った。それに加えて ロシア等は日本に大量の武器その他を注文した。つまり ，

これらの条件は日本に対して ，基礎産業である鉄鋼業の空前の発展の機会をもたらすも

のであ った 。

　日本は鉱物資源が貧弱な一後進資本主義国であり ，近代的鉄鋼業の樹立は，１８６８年の

明治維新後にや っと始まっ ている 。１８７４年に日本は外国の技術老を招き ，釜石で試験的

に製錬作業を行った。１８９４年に中日戦争が勃発し ，軍需工業を発展させるために１８９６年

に官営八幡製鉄所が設立された。しかし，日露戦争の一年前，つまり１９０３年にな っても

日本の鉄鋼生産量はわずか４．３万トソ ，当時の世界鉄鋼生産量の約８，５００分の１を占める

にすぎなか った。その後，一連の民間鉄鋼企業の設立によっ て， 鉄鋼生産は比較的すみ

やかに発展した。しかし，第１次世界大戦前の１９１３年に至 っても ，日本の鉄鋼生産量は

わずか２５．５万トン ，当時の世界鉄鋼生産量の約３００分の１を占めていたにすぎなか った 。

このようにして ，目本の軍事侵略および経済発展が必要とする鉄鋼の大部分は輸入に頼
　　　　　　　　１）
らざるをえなか った 。

　第１次世界大戦勃発後，イギリス ，アメリカの両国は前後して ，１９１６年４月および８

月に鉄鋼の輸出を禁止し，日本の鉄鋼輸入はほとんど途絶した。他面では，日本国内の

あらゆる産業部門が戦争という刺激によっ て膨張を始めた。１９１４年～１９１９年に ，［事業計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
画資本額は１運輸業で８倍半，鉱業で１７倍，電気工業で１５倍，製造業で３０倍に拡大した 。

それは鉄鋼価格の暴騰と鉄鋼製品不足という急迫した局面を生み出した。戦前，大阪で

の日本銑鉄のトン 当たり市場価格は４０円であ ったが，１９１６年には９０円まで上昇し ，１９１７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
年にはさらに３４０円に，１９１８年には５２２円に暴騰した

。

　いわゆる空前の「鉄鋼飢饅」に直面して ，日本政府は鉄鋼自給政策の立案を始め，実

（８９８）
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施した。第１は官営八幡製鉄所の拡張であり ，第３次拡張計画が着手され，３，４５１万円

の投資により ，鋼材６５万トンの増産が計画された。ついで，民間鉄鋼企業の設立にたい

する奨励および援助がなされた。１９１５年には年産５，Ｏ００トソの６つの鉄鋼企業が新たに

設立され，１６年には７ ，１７年には１３，１８年には６の企業が設立されている 。民間鉄鋼企

業は既存のものに加えて４２とな った。それ以外にも ，年産５，０００トン 以下の小規模鉄鋼

会杜が２０９あ った。総投資額はほぽ３億円にのぽ った。日本国内の鉄鋼資源に限りがあ

るため，植民地において鉄鋼業を迅速に設立することが，日本の鉄鋼政策の重要構成部

分とな った。１９１７年に三菱財閥の出資により ，朝鮮で銑鉄日産１５０トンの高炉２基と年

産５，Ｏ００トソの鋼材工場をもつ兼二浦製鉄所が設立された。我国の東北では，大倉財閥

が支配していた本渓湖煤鉄公司の拡張の他に，鞍山製鉄所の設立が積極的にとりくまれ

た。

　（２）日本政府による鞍山製鉄所設立承認

　以前に述べたように〔第２章第１節〕第１次世界大戦勃発後まもなく ，満鉄は干沖漢ら

と結託して鞍山一帯の鉄鉱権益を盗み取 った。しかし ，満鉄は採鉱と製鉄とで違 った経

営方法を採用した。採鉱事業は偽の合併である振輿公司の経営を通じて行 ったが，製鉄

は満鉄が直接に経営した。こうして ，鞍山一帯の鉄鉱権益の獲取と鞍山製鉄所の建設は ，

実際には同時に進行していた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　既に１９１３年２月に，満鉄総裁中村是公は１，Ｏ００万円を投資して鞍山で製鉄事業を創立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
し， １０年計画のいわゆる「三項目事業」の一つとすることを日本政府に建議していた 。

１９１５年５月２５日の「民四条約」［いわゆる２１ケ条要求にもとづく諸条約１締結後，満鉄は同

年８月にただちに八幡製鉄所より平川技師と内野技術員を招塒し ，鞍山一帯の鉱床に対

する２ケ月間にわたる調査を行 った。彼らは調査で得た資料をもとにして１９１６年初め ，

１２０頁余りに達する『南満鉄鉱調査報告』を提出し，鞍山地区の鉄鉱資煩の豊富さを認

めるとともに「この資源を利用して年産銑鉄１００万トン ，鋼材８０万トソの鉄鋼企業を設
　　６）
立する」と ，掠奪の具体的規模を提案した 。

　中村是公と野村龍太郎の後を継いて満鉄総裁の任についた中村雄次郎は軍人出身て ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
かつて陸軍次官や八幡製鉄所長官を歴任していた。１９１５年１１月 ，当時平川技師と内野技
　　　　　　　　　　　　　　　§）
術員の報告はなお未提出であ ったか，彼はそれを待たずに「事業計画意見書」の形式で

日本政府に向けて ，２，０００万円を投資して鞍山に大型製鉄所を建設する申請を提出した 。

意見書は次のように述べている 。「鞍山鈷一帯の鉄鉱石は鉄含有量が多くないものの ，

（８９９）
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埋蔵量は豊富である 。それだけでなく ，水資源も豊富であり ，かつ運輸の便も非常によ

く， 大型製鉄所の建設に適している 。我が杜はこのことに早くから着目するとともに ，

調査を進めてきた。認可を得た後には，ただちに大製鉄工場の建設計画を制定したい 。

実際には，一つの小製鉄工場を先行させ，その後徐 々にそれを拡大し，最後には当地に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
おいて 一一つの大規模製鉄工場を経営したい。」翌年４月４日 ，日本政府は中請を承認し
１０）

た。 そして８月５日の満鉄の申請にもとつき，日本内閣総理大臣大隈重信は，同年１０月４

　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
日に製鉄業経営の許可を正式に交付した 。

　製鉄所の建設は立山付近で始められたため，最初は一般に立山工場と呼ぱれた。１９１７

年３月 ，満鉄総裁中村は将来の発展を考慮して ，立山工場を鞍山製鉄所と改名すること
　　　　１２）
を決定した 。

　（３）　「小製鉄所の先行」

　満鉄総裁か１９１６年８月５日に正式に日本政府に向けて製鉄事業経営開始の申請を提出し

た理由は，中国農商部発行の振輿公司に対する採炭許可証をその直前にやっと獲得した

からである 。満鉄総裁は申請書の中でｒ遼陽県鞍山鈷一帯の鉱山およぴ隣接する海城県

鉄石山および小嶺子の鉱山全体の採堀権は，弊杜の指揮の下，すでに弊杜杜員鎌田弥助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
と遼陽県人干沖漢の合弁による鞍山鉄鉱振興公司が獲得した」と述べている 。これらの

鉄鉱山を獲得する目的は製鉄のためであ ったが，満鉄は申請書においてそれを次のよう

に遠回しに述べている 。当該鉱山の鉱量は豊富だが鉄分含有は少なく原鉱石の販売には

不適当であり ，製鉄所を設け適当な方法で処理を行えば相当の利益を収めることができ

る。

　申請書添付の計画書は，八幡製鉄所平川技師と内野技術員の報告による計算にもとづ

いていた。すなわち，鞍山一帯の８鉱区から採取した鉱石と遼陽および火連案付近の石

灰石と撫順炭（若干の開平炭あるいは本渓湖炭を混ぜる）を原料として年間銑鉄を１００万トン
，

鋼鉄を８０万ト：■ 生産する ，というものである 。

　ただしそれは将来目標てあり最大限規模であ った。開始時点では，当時の満鉄総裁中

村雄次郎の言葉を用いれぱ，「小製鉄所先行」であ った。１９１６年６月１７日 ，彼は第１５回

満鉄定期株主総会の席上で彼の構想を説明した。その構想において ，我 々は侵略者の欲

が相当に深いこと ，ただし ，その侵略および掠奪計画を具体的に実施する時には逆に小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
心とたることを見てとることができる 。彼は東北地区の鉄鉱石が特殊であること ，つま

り鞍山一帯の鉄鉱石の大部分は貧鉱であり ，そうした鉱石を用いる製鉄は，技術試験と

（９００）
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経済方面の考慮を行な って初めてなしうること ，を認めている 。技術問題については後

［第４節一続稿１に述べる 。経済問題については，当時彼らは，鉄鉱山の規模が大きいの

で将来大製鉄所への発展が可能であり ，販売問題の考慮が必要だと考えていた。その中

には外地向販売および日本向販売の問題，関税問題等 々が含まれていた。換言すれば ，

必ず経済的に有利にしなければならなか った。そこでまず一つの大きくない計画を策定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）し， 「その後，試験結果にもとづき将来再びそれを大製鉄所にする」ことにな った 。

　この小製鉄所の規模は，１９１７年より始まっ た期間３年の第１期建設計画の中に見い出

すことができる 。その計画は１９１６年５月に満鉄沙河口工場機械課から引き抜かれた直村

課長等が策定したものであ った。彼等は日本の八幡製鉄所に行き考察を進め，必要な資

料を収集した後，同年７月「第１期創業計画書」を策定した。計画における中心設備は ，

日産銑鉄量４６０トンの５２５ｍ３ 高炉２基（年間銑鉄生産量１５万トン）であり ，付属設備と

して コークス 炉１６０窯，３，Ｏ００ｋＷ蒸気タービン 発電機２台，水道設備，鉱石および石

灰石貯蔵場，鉱津設備その他の必要設備があ った。総投資額は８２０万円 ，そのうち高炉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）への投資は２４０万円，コークス 設備は１６８万円 ，発電設備は７６万円であ った 。

　（４）工場用地の選定

　八幡製鉄所平川技師は，鞍山製鉄所建設計画を策定していた時期に，工場用地問題に

ついても十分な調査を行っていた。その方面でまず最初に考慮されなげればならないの

は水資源の十分さと原料および製品輸送の便利さであり ，その他，土質の硬度や水害な

どの状況も考慮された。当時の調査によれば，鞍山を中心とする南満の鉱床中，鉄含有

量が４０％以上に達する富鉱鉱区は，鞍山姑（つまり ，東鞍山，西鞍山一帯）と大孤山鉱区

に限られており ，その他の桜桃園，関門山，小嶺子，鉄石山等の鉱区では，富鉱は極め

て少なか った。このため，製鉄所設立の初期には鞍山姑と大孤山の両鉱区に依存するこ

とが必要であ った。コークスとしては最初，本渓湖炭を使用することが決定されたが ，

それは撫順炭との粘結性較差が理由であ った。しかし ，長期の見通しとして ，コークス

炭の不足時には開平炭を使用することとされていた。石灰石は主に鞍山姑付近の羅太台 ，

尖山子，双台子，石噴子および姻台石灰坑等の鉱山に依存した 。

　運輸面から言うと ，たとえ鉄含有量４０％以上の富鉱によっ て計算しても ，鉄１トソ 毎

に２．５トソの鉱石が運ぼれる 。コークス１トン 毎の運輸量は原料炭２．３トンに換算される 。

明らかに，炭鉱からの距離が近げれば近いほど有利である 。さらに，生産品の販売の面

では，輸出港にできる港として ，安東，営口 ，および大連がある 。安東港は浅いだけで

（９０１）
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なく冬季には結氷する 。営口 港は近いけれども安東港と同じように冬季に結氷する 。こ

のため大連港を選択するしかなか った 。

　以上の各方面の情況を考慮した結果，平川

技師は製鉄所の工場用地として ，鉄鉱石の主

表１　立山鈷から各主要地点

　　までの距離
　　　　　　　　　　（単位 ：ｋｍ）

要産地からの距離が最も近い立山姑と鞍山姑

の間の南満州鉄道線路の東側が最も適当であ

るとした。表１に見られるように，そこは各

地との距離も適当であり ，有利な地点である 。

満鉄線の西側は遼河の大平原であるが，東側

はやや傾斜を帯びた平原であり 、かつ南部の

山々とつなが っており決して洪水の心配がな

く， 目本の八幡製鉄所の立地条件とよく似て　　 資料出所 ：［昭和製鋼所綱要』 ，ｐ
．３２８

。

いる 。したが って南部の最も高い場所より ，順 々に選鉱工場，製鉄工場，製鋼工場，圧

延工場等を設置できる 。

　以上が平川が調査を通じて得た見解であ った。その後，１９１６年５月 ，平川と八幡製鉄

所鋼材部長葛蔵治，ならびに満鉄地質調査所の木戸忠太郎の３人は鞍山鈷と立山姑の間

の土地に関して ，甲，乙２つの選択可能な工場立地案を策定し，平川かそれをもっ て東

京へ行き ，中村総裁に総括報告を行った。満鉄東尺支杜内では，会杜理事会での討論を

経た上で甲案，すなわち現在の工場地を採用することが決定された。却下された乙案と

は現在の鞍山市鉄東区一帯であり ，平川が最初に立てた案でもあ った。甲案の有利さは

次の点にあ った 。

　（１）水源からより近い。工場の水源地としては，最初千山河に確定していた。しかし ，

観測の結果，水量不足が明らかになり ，首山水源地の追加，あるいは太子河よりの取水

が不可避とな った。こうして，距離の点で乙案は甲案に及ぱなか った 。

　（２）地形が平坦である 。乙案の土地は山につながる傾斜地であり ，豪雨に見舞われた

場合に困難が生じる可能性があり ，しかも両側は川底状の窪地であ って将来の工場拡張

に影響する 。これに対して甲案の土地は広く ，発展の余地がある 。

地点 距離 地点 距離

大連埠頭 ３１６

奉　天
８４

甘井子
３０９ 撫順大官屯 １１９

周水子
３０４

火連案
１２５

大石橋
７４

本渓湖
１３１

営　 口 ９６

安　東
３２９

遼　陽
２０

長　春
３８９

弓長嶺
５７ 口合爾濱 ６２９

蘇家屯
６９

　（５）首山水源地の選定

　工業用水源は，工場立地選定の上で中心問題の一つである 。大規模鉄鋼 コンビナート

にとっ てはなおさら重要である 。八幡製鉄所の一般的高炉により計算すれば，毎分の必

（９０２）
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要水量は，高炉で約４ｍ３，熱風炉で約１ｍ３，ガス 洗樵器で約６～７ｍ３，総計約１１～

１２ｍ３ である 。１日では１５，８４０～１７ ，２８０ｍ３ となる 。これは一つの高炉に必要な水量だ

けである 。

　鞍山一帯で水源にあてられるのは鞍山河，　　表２　平川技師の所要井戸調査状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：市尺１１１）

千山河および太子河であ った。これらの河川

の共通の特徴は，河床がすべて粗い砂ででき

ていて ，流水の大部分が河床の底に湊み込ん

でしまい，河床上にはほとんど水がみえない

ことであ った。このため，これらの河川より　　口１１市尺＝％ｍ

取水するためには井戸を堀ることが不可欠であ った。平川技師の調査では，毎時２．７万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
ガロソ ，つまり１６５ｍ３ をえるために必要な井戸は表２に示されている 。

　鞍山河は工場地区から比較的近いものの，水量は比較的小さい。最小水量時には揚水

ポンプの運転４時間で水が沽れてしまい，最大水量時でも８時間しか運転できない。上

述の一高炉使用水量で計算すると ，太子河の水を取り入れるとすれぼ４～５の井戸が必

要となるが，工場からの距離は比較的遠い。１９１５年１１月に満鉄総裁が内閣総理大臣に送

った『事業計画意見書』ては，鞍山一帯の水量か豊富てあると書かれていたか，　般的

にこれらの水源を指摘するだけで，どの水源地を選定するかは具体的にな っていなか っ

た。 そのため，工場用地選定の情報が債わ った後に，水源問題は東京で種 々の議論や意

見をひき起こした。満鉄はそれに対して非常な苦心をした 。

　距離を考えて満鉄は，最初千山河の水源を利用することを決めた。調査にもとづく計

算では，千山河は毎分３０トン ，つまり１日４．３２万トノの取水が可能であ った。しかしな

がら ，４本の井戸ができたところでの実際の取水可能量はわずか３万トン ，原計画の１０

分の１であ った。それは当面の需要を満足させることが不可能なだけでなく ，長期的発

展にとっ ても不利であ った 。

　そこでまた，太子河の水源に方向転換がなされた。太子河の流域は水源が豊富であり ，

結氷期でも毎分３００トソの流量の導水が可能であ った。唯一の欠点は距離が非常に遠く ，

約２６ｋｍあ ったことである 。そのことは導水工事を大規模にし，工期を長くした。ま

た鉄鋼価格の暴騰により鋳鉄管はト１／ あたり３００～４００円にもな っており ，それを米国に

発注しなけれぼならなか った。しかし米国は当時すでに鉄鋼輸出を禁止していた。この

ため，こうした水源工事を高炉火入れの前に完成させることは困難であ った 。

　まさに進退きわまっ た時，満鉄土木課長加藤与之吉が遼陽の南，鞍山の北の首山堤に

（９０３）
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井戸を堀り取水することを建議した。彼は首山隻一帯に十分な水源があると推断したが ，

それは主観的憶測ではけっしてなか った。彼は観察後，首山埜一帯に巨大な伏流が存在

し， さらに地下河川も存在することを認識した。首山塁は太子河，潭河，および遼河と

いう３大河流の沖積平原の中央にあるため，首山付近の土地は太子河の河底より３尺低

く， 太子河岸の土地より１８尺低くな っている 。加藤はこのような状況を根拠にして ，首

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
山星で井戸を堀れぱ少くとも毎分７トン取水可能であると推断した 。

　この推断を実証するために，彼はまず直径が６尺，深さ３０尺の試験井戸を堀 った。す

ると見込みに違わず１５～１６尺の表土をとり除くと全て良好な砂石層で，毎分の涌水量は

２トソに達した。その後，続いて十数ケ所の試験井戸を堀ったが，結果はすべて同様で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
あり予想以上の成果を示した。そこで長さ４間，幅２間，深さ３３尺の本格的井戸の建設

が着手された。完工後の１９１８年４月１９日の正式測定では，当該井戸の湧水量は毎分１３ト

：／に達した。このことは，水源問題の未解決に苦しんでいた満鉄にとっ ては，当然一大

事件であ った。加藤土木課長はただちに関東都督府およひ満鉄総裁に報告した。その後 ，

１９１８年より相ついで３箇所の水源地を首山塁に修築し ，２５万トンの水の蓄えができた 。

　付帯説明を少しすると ，この水源地が頼りになるかどうか，その後人 々は疑うように

なっ たが，くり返しなされた測定は水供給量が安定的で，結氷期にも大きな差異を示さ
　　　２０）
なか った。偽満１「満州国」１末期にも日本技術界は首山星水源地の地質と地下水の状況

の調査を行な ったが，結論は，１日に４０万トンの取水量でも井戸の位置を遼陽付近のど

のあたりにでも選定できる 。ただし，千山河系の地下水はそれ以上の水量は望めないと
　　　　　　　２１）
いうものであ った。しかし，千山河水源地もまた鞍山の水源の一つとな った 。

１）１９１ト１３年，日本の銑鉄自給率は５０％，鋼自給率は２９％であ った 。

２）梶西光速等『目本資本主義的発展』商務印書館，１９６３年，ｐ
．１０９。〔梶西光速他『日本に

　おける資本主義の発達』東京大学出版杜，１９５８年，ｐ
．１１０。〕

３）　［満鉄第二次十年史』ｐ ．７２９
．

４）中村是公（１８６７～１９２７年）。１８９６年台湾総督府事務官，１９０６年満鉄副総裁，１９０７年関東都

　督府民政長官，１９０８年満鉄総裁，１９２４年東只市長を歴任 。

５）１９１３年に中村是公が日本政府に対して建議した「三項目事業」とは，満鉄本杜を大連から

　奉天に移乾し「満蒙」侵略を拡大すること ，芝禾に大港湾を建設し東北と華中の経済的連繋

　をうち立てること ，１０００万円を投資して鞍山に製鉄事業を創立すること ，である 。

６）　丁鞍山鋼鉄公司概括報告』（１９１６～１９４９年），ｐ６ ．

７）中村雄次郎（１８５２～１９２８年）は，日清戦争時に陸軍省軍務局第一軍事課長，１９００年に陸軍

　総務長官を歴任，１９０２年，陸軍中将に昇進した後ただちに退役。その後，製鉄所長官に任命

　されるとともに，貴族院議員に選はれた。１９１４年，満鉄総裁就任。１９１７年，現役に復帰し ，

（９０４）
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関東都督就任。１９２０年，宮内大臣就任 。

　１９１６年１月１６日付満鉄副総裁の総裁宛電報によれば，平川報告は１月ごろ提出された 。

　１９１５年１１月の満鉄総裁中村雄次郎の内閣総理大臣大隈重信宛「事業計画意見書」。 満鉄楮

案， 総体，文書，請願書，第２６冊の２ ，第１０号 。

　『昭和製鋼所廿年志』ｐ ．１．

　１９１６年１０月４日付日本内閣総理大臣第１６６９号許可証。満鉄楮案，甲種，総体，文書，産業 ，

鉱業，第１１冊の１ ，第４号 。

　１９１７年３月２日 ，満鉄総裁は副総裁宛電報で名称問題につして意見を求め，副総裁は３月

５日の回電で賛同を表明した。満鉄梢案，甲種，総体，文書，産業，鉱業，第１１冊の１ ，第

９号 。

　１９１６年８月５日付「内閣総理大臣宛満鉄総裁書簡」，満鉄楮案，甲種，総体，文書，産業 ，

鉱業，第１１冊の１ ，第４号 。

　解放前と解放後初期の調査によれぱ，東北の鉄鉱埋蔵量は５６億トンであり ，そのうち富鉱

はわずか１ ．４５億トノ だけで，その他はすべて貧鉱であ った 。

　１９１６年６月１７日付中村雄次郎「満鉄第１５回定期株主総会における演説速記録」。

　１９１６年８月５日ｆ寸ｒ内閣総理大臣宛満鉄総裁書簡」付属ｒ計画書」。 満鉄桔案，大正５～

１２年度，甲種，総体，文書，産業，鉱業，第１１冊の１。

　『平川技師調査報告書』 ，満鉄梢案，大正５～１２年，総体，文書，産業，鉱業，第１１冊の１。

　加藤与之吉『首山星水源地について』満鉄技術部，１９２１年９月
。

　１間＝１ ．８１８１８ｍ
。

　昭和製鋼所動力部水道課は，１９３９年より毎日２回水源地全域の６２地点の地下水位の観測を

行な ってきた。その結果は，毎年の増水期（７ ，８ ，９月）と渇水期（１ ，２ ，３月）の水

位の差は１ｍを超えず，まれにみる大早ぼつと大洪水でも差は５ｍをこえなか った 。

　吉村信吉，川田三郎，「首山水源地の地質と地下水量」ｒ昭和製鋼所調査涯報』第４巻第１

号， １９４４年１月１日 ，４９～５１ぺ 一ジ 。

２　工場用地の大量買収と行政権の不法行使

　（１）張作霧の侵略行動容認

　鞍山製鉄所は当初，年産銑鉄１００万トノ ，鋼８０万トンの将来計画をたてており ，それ
　　　　　　　　　１）
には土地が１００万坪，つまり３３０万ｍ２ 強必要であ った。しかし実際に占有した土地面積

は， その数字の数倍であり ，しかも ，いわゆる「巧妙かつ特殊な」不法手段を用いて買

収したものであ った 。

　以前に〔第２章〕述べたように，振興公司は中日合弁の名儀を用いて合法的手続によ

（９０５）
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って土地を獲得することができた。鞍山製鉄所は満鉄の直営企業であり ，外国の一在華

企業として ，土地を取得しようとしてもそれほど容易ではなか った。当時，日本侵略者

が我国東北で土地を獲得するのには２つの方法があ った。その１つは「２１ケ条条約」の

第２ ，３条の規定を援用し，商租権の名を借りて土地を盗み取ることである 。しかし ，

「２１ケ条条約」は実際上，中国の無効宣言をすでにうけており ，いわゆる商租権に関す

る「細則協定」も未確定であるため，同項の権利を援用することは困難であ った。かく

して ，第２の方法を用いること ，すなわち鉄道付属地として買収を進めることが検討さ

れた。しかし，この方法を用いれぱ，日本の奉天駐在総領事が中国の奉天交渉署に対し

て正式に中請を提出することが必要であ った。それには大変長い時間がかかり ，満鉄は

待っ てはいられなか った。当時満鉄は事態が長びく中で問題が生じること ，つまり交渉

過程中に馬脚が露われて中国人民の反抗が引き起こされ，土地買収事業が中途で失敗に

終ることを恐れた。そして ，「秘密かつ迅速に中剛こ対して買収を認めさせる方法」，す

なわち満鉄奉天公所と干沖漢が決めた，いわゆる「特殊手段」を使用することを決定し
２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）

た。 具体的に言えぱ，「外交機関を経由せずに，直接地方官憲と交渉する」ということ

である 。ここで言う外交機関を通さないとは，中国の外交機関を通さないということで

あると ，駐奉天日本総領事に対して満鉄はさらに秘密報告を行な っている 。

　満鉄が追求した主要目漂は張作森［奉天省長１の支持であ った。満鉄は張に対して ，

特殊方法を用いて土地を買収することを認めるよう要求した。その結果，張作森は従来

の慣例を破り ，遼陽県に限 った全くの地方問題として処理するということに快諾を与え

た。１９１６年１１月７日 ，満鉄奉天公所長鎌田弥助は張作霧に対して申請書を提出し ，つぎ

のように述べた。「弊杜は遼陽県南立山姑付近で土地を購入して工場を設立することを

計画しています」。 そこで，「当該県知事に対して ，弊杜が買収地点を選定した際は」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
「共同して処理する」「ことを前もっ て指示していただくようにお願いするものです。」

これに対して張作罧は満鉄との事前の了解に従い，直ちに遼陽県知事に対してその通り

にするよう通知した。そして１１月１３目 ，正式に満鉄に対して返事（写真７）を送付した 。

その全文は以下のとおりである 。

　「拝復。先日の貴簡，一切の事情を承知しました。貴杜が遼陽の南，立山姑付近一帯

　で行なう工場設立のための土地買収については，相当代価を払っての買収ということ

　であれば別にさしつかえありません。遼陽県知事にも訓令致しましたので御承知置き
　　　　　　　　　　　　　５）
　下さい。以上回答致します。」

　このことは，命令どおりに飛んでいく頼りになる矢を満鉄が獲得したことを意味して

（９０６）
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いる 。しかし ，なお満鉄は公けの場面に姿をみせなか った。外見や風聞をまぎらわすた

め， 「満鉄の買収地であることはあくまで秘し ，振興公司が製鉄事業を営む上に用地を

必要とするが如く標梼し ，満鉄の名を表面に出さない様とくに注意した。このため，最

近に至るまで支那側は，この土地がすべて振興公司の所有であると思 っていたらしく ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
従て鞍山の地方民にも同様に考えていた者が多かったようである 。」しかし，満鉄が干

沖漢などの走狗に土地を買収させていくにつれ，人 々は危害を被り ，多数の群衆による

激しい抵抗が不断に発生した 。

　満鉄は土地買収過程において小細工を必要とした。地方官吏と結託するほか，手続の

際には多くの文章を連ねて ，真相をおおい隠して ，土地買収の目的を達成しようとした 。

たとえぼ，彼らは買収した土地一筆毎にすべてについて土地所有老から「契約書」（写

真８）をさし出させた。１９２４年８月１６日 ，土地所有者の王徳寛が迫られて提出した「契

約書」は以下のようなものであ った 。

　「契約人王徳寛はこの度満鉄工場が民間の土地を必要としているため，自己の所有地

　６畝を合計１５０元で引渡し ，その使用に委ねる 。１畝２５元により境界内のあらゆる物

　件を同工場の自由使用に任すことを言明する 。このことは双方がこころよく希望して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
　おり後悔は永久にしない。後の証拠としてこの契約書をつくる 。」

　この「契約書」は「売買」の文字を避け，代わりに「その使用に委ねる」「同工場の

自由使用にまかす」等の文章をあて ，人 々に土地売買であることをわからなくしている 。

このようにしておけば法律上，進退は自由である 。問題が生じた場合には，売買行為を

絶対に認めないことができる 。もし ，土地所有者が地権の回収を試みた場合，それを土

地がすでに買収されていることの証拠とすることも可能である 。その他，買収時には極

力振興公司が求めている土地であると詐称しておきながら，「契約書」には「満鉄工場

か求める民有地」と明確に記し ，後日財産権問題か発生することを防いだ 。

　（２）製鉄所用地の満鉄付属地構成部分への組み入れ

　日本侵略者の鞍山一帯における土地買収活動には前後３回のピークがあ った（表３参

照）。 すなわち ，１９１７～１９１８年 ，１９２０～１９２１年 ，１９２３～１９２４年であ った。１９１７～１９１８年

の場合は主として工場用地，市街用地，および水源用地が買収された。この時期に買収

された土地の量が最も多く ，満鉄は張作森の支持を得たことにより ，ついに機会に乗じ

て大規模に土地をかすめとっ た。 鞍山製鉄所の将来計画での土地面積は１ＯＯ万坪であり ，

当時進められていた第１期計画の規模は将来計画のわずか７分の１であ った。ところが ，

（９０７）
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表３　鞍山における満鉄の土地買収概況
（単位 ：万坪）

年　度
製鉄所用地

鉄道用地 送電線用地 市街用地
工場用地 水源用地

計
パイプ用地

１９１７

■
１６１ ．３０ １５ ．６９ １． ６９

一
２３７ ．２０ ４１５ ．８９

１９１８

一 ■
１１ ．３５ １０ ．６０

一
１４ ．２６ ３６ ．２２

１９２０ １７ ．３０

’
２． ８３

一 ‘
６６ ．４０ ８６ ．５４

１９２１

一 一
０． １１ ０． ３３

一 一
０． ４４

１９２３

‘
４４ ．３９

■ 一
Ｏ． ７７

一
４５ ．１６

１９２４

■ 一 ■ １ 一
７３ ．５２ ７３ ．５２

［計１ １７ ．３０ ２０５ ．７０ ２９ ．９８ １２ ．６４ ０．
７７［１ｌ

３９１ ．３８ ６５７ ．７９

　注　（１）この表は満鉄鞍山事務所が作成した。合計数に誤りがあ ったので修正した 。

　　（２）表中の鉄道用地１７．３０万坪と工場用地４４．３９万坪が市街用地の名目で買収された。１坪 ＝３．３ｍ２

　資料出所満鉄［振輿公司交渉紀要』 ，ｐｐｇＯ～９２
。

　［１ ．原文では，７ ，７００．１

占有土地面積は将来計画の４倍以上にもな っていた。その大半は，いわゆる「市街用

地」であり ，工場用地はわずか１６０万坪あまりを占めていたにすぎなか った。１９２０～

１９２１年にかけて満鉄はひきつづき市街用地を拡大するとともに，いわゆる「鉄道用地」

を拡張した。１９２３～２４年にかけては焦点が工場用地におかれた。それはち ょうどこの時

期に鞍山製鉄所が選鉱工場の拡張に着手したからである 。これら３つの時期を合わせて ，

６５７万坪あまり ，すなわち２，ＯＯＯ万平方 メートルあまりの土地が横領された 。

　買収土地数量が過大であ ったため，人 々は「しばしば役所に来て訴えを行い」，青信

号を出した張作森に対して満鉄の「めちゃくちゃな」土地買収状況の調査を命令せざる

をえなくした。遼陽県の調査によれぱ，１９１７～１９１８年に満鉄が盗み取 った土地は２．２万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
畝余りであり ，原計画で定められた７，Ｏ００畝を大幅に超過していた。張作森，田郷谷ら

の調査は，すべてうわべを繕い，人 々の耳目を蔽うものにすぎなか った。満鉄の土地買

収活動は張作罧による調査命令によっ ては停止されなか った。ただ，所要土地の大部分

がすでに手に入 っていたため，ひきつづく買収量がわずかに減少しただけであ った 。

　満鉄は鉄道用地の名目で鉄道沿線の大量の土地を横領し ，それを鉄道付属地と称した 。

鉄道各駅所在地ではこうした付属地の面積は非常に大きく ，たんに鉄道に用いられるぱ

かりでなく ，それを大きく上回る市街用地とされていた。鞍山も同様であり ，満鉄の買

収土地の５分の３以上がその方面に用いられていた。工場用地は第２位を占め，ほぽ５

分の２に近づいていた。本来の鉄道用は極めて少なか った。表４が示すように，１９１８～

１９３１年に鞍山の人口は６，５３０人から１７，５０２人に増加した。そのうち日本人は４，９０６人から

（９０８）
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表４　１９１８～１９３１年鞍山人口 統言十表

１２３

日本人 朝鮮人 中国人 其他外国人 計

年度
戸 人 戸 人 戸 人 戸 人 戸 人

１９１８ １， ４４６ ４， ９０６ １６ １４２ １３０ １， ４８２

一 一
１， ５９２ ６， ５３０

１９２１ １， ５１７ ５， ４１０ ２８ ８３ ６５０ ４， １６６ ２ １０ ２， １９７ ９， ６６９

１９２４ １， ５１６ ５， ９６９ ２７ １５５ １， ２２２ ７， １４２

■
１

２， ７６５ １３ ，２６６

１９２７ １， ４４７ ５， ９４３ ３６ １６４ １， ３９１ ８， １５６

一 １
２， ８７４ １４ ，２６３

１９２９ １， ６０２ ６， ８０４ ６２ ３４８ １， ５１６ ８， ４６１

一 一
３， １８０ １５ ，６１３

１９３１ １， ６８４ ６． ８８１ １０４ ４７４ １， ６４８ １０ ，１４７ １ ６ ３， ４３７ １７ ，５０２

資料出所 ：鞍山日日新聞杜，丁鞍山要覧』 ，ｐｐ
．１８～２２ ．１９３３年

。

６， ８８１人に増加している 。彼らは大量の土地を横領し，市街地の形成，庄宅や学校の建

設， 病院の設置に用い，侵略勢力を拡充した 。

　（３）行政権の不法行使

　その他の鉄道付属地と同様に，満鉄は鞍山付属地においても不法に行政権を行使し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
鞍山を植民地とした。はじめに警察権が行使された。日本関東庁系統の警察として１９１８

年に鞍山支署が遼陽警察署管轄下に設けられ，１９２６年には鞍山警察署（写真９）に昇格

している 。いわゆる付属地内では中国の警察権は排除され，中国人が罪を犯しても中国

官憲は逮捕も処置もできず，外国と同様に引渡しを要求できるのみであ った。中国軍警

も付属地内に入ることができず，入ることが必要な場合は必ず日本側の同意が必要であ

った。そのつぎに課税権が行使された。満鉄はｒ公費」の名目で付属地内のあらゆる業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
者から税金を徴収し，中国税務当局は逆に付属地内では何らの税金を徴収できなか った 。

さらに，文化教育権が行使された。満鉄付属地内には学校や病院が開設され，寺院が建

造され，文化侵略が進められた。最後に，駐軍権も行使された。日本は鉄道保護を名目

にして鉄道沿線に軍隊を駐留させた。鞍山に駐留したのは日本独立守備隊第６大隊第２

中隊であ った。それ以外に，１９３０年に関東軍はさらに遼陽憲兵隊鞍山分遣隊も設立して

いる 。これは赤裸 々な侵略行為である 。「製鉄所用地問題」と題した満鉄の一内部資料

でさえつぎのことを認めている 。「当時の実際の状況から言えば，当該土地に工場を設

置することはできたとしても ，行政権にまで波及することは穏当な措置と言うことはで

きない。ただし，その後の実際の状況は，当該土地がその他の付属地とすでに事実上同

様に処理され，帝国の行政権が行使されたことを明らかにしている 。帝国の当該土地に

対する行政権の根拠については，重大な欠陥があると言わざるをえない。」資料中には ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９０９）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）中国が行政権の回収を要求しても ，「それには十分な理由がある」と述べられている
。

　日本帝国主義が鞍山で行政権を不法行使したのは，１つには労働運動を鎮圧するため

であ った。「将来，労資問題が発生する可能性が予想できる 。警察をもつことによって

こそ万全の策に到達できる 。中国の警察や官憲にこの種の問題の処理を委ねるようなこ

とは，危険であると言わざるをえない。」そのほか「必要な時には守備隊を派遣して警

備にあたらせ」，鎮圧がなされた。２つには課税を逃れるためであ った。「製鉄所用地に

おいてもし中国側が行政権を行使するならば，製鉄所の生産物等に中国側は必ず課税を

なすであろう 。そうすれば非常な損失を受けることになる 。」したが って ，「必ず行政権
　　　　　　　　　　　　　１２）
を確保しなけれぱならない。」

１）１９１９年２月２４日付「鞍山製鉄所長の満鉄総裁国澤新兵衛宛書簡」付属「製鉄所位置選定理

　由および工事進行経過報告」，満鉄楮案，甲種，総体，文書，産業，鉱業，第１１冊之１ ，第

　１５号 。

２）１９１７年２月５日付「奉天公所長鎌田の満鉄副総裁宛電報」，満鉄楮案，甲種，総体，文書 ，

　産業，鉱業，第１１冊の１ ，第１８号
。

３）満鉄『満鉄付属地経営沿革全史』中巻，ｐ
．４２５

．

４）吉林省杜会科学院所蔵謄本 。

５）吉林省杜会科学院所蔵謄本 。

６）満鉄ｒ満鉄付属地経営沿革全史』中巻，ｐ
．４２６

．

７）満鉄庶務部庶務課田中盛枝「満鉄付属地について」１９３０年５月 ，タイプ印刷，ｐ
．１５

．

８）１９１９年１０月１９日付「遼陽県知事の奉天省長張作森宛呈文」 ，遼寧省楮案館所蔵，奉天省公

　署楮案，第９梱，第３号 。

９）ｒ９ ・１８」事変前，日本が我が国東北に置いていた警察には２つの系統があ った。１つは

　関東庁警察で関東州（すなわち，日本が直接統治していた椥煩および大連地区）および満鉄

　沿線の付属地に駐在していた。もう１つは日本外務省系統の警察で，日本各領事館所在地 ，

　すなわち関東州と満鉄付属地以外の地区に駐在していた 。

１０）かつて１９１８年１２月 ，中国地方当局は満鉄に対して「鞍山一帯の土地について中国人所有地

　の例にならっ て警察費を納める」ことを要求した。満鉄は便宜的計略を用い，遼陽県に水久

　賦課分として４万元を納入し，各種税金は納入済みと見なした。その他さらに県知事の田郷

　谷に１万元の賄賂を贈 った。その後，満鉄は中国当局に対してどのような税金も再び納入し

　てし ・なし ・。

１１）吉林省杜会科学院所蔵タイブ原稿 。

１２）満鉄「製鉄所用地問題」，吉林省杜会科学院所蔵タイブ原稿 。

（９１０）
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３　数年連続の「惨潅たる経営」

　（１）「第１期建設計画」の実施

　必要な準備を進め，工場用地を買収した後，鞍山製鉄所は１９１７年初めに工事を開始し ，

４月３日にいわゆる「地鎮祭」（写真１０）が挙行された。「第１期建設計画」が定めた目

標は５２５ｍ３ 高炉２基と付属の コークス 炉， 副産品生産設備等であ った 。

　着工前の１９１６年１２月 ，満鉄本杜は満鉄理事長国澤新兵衛を含む１４人の製鉄所創立委員

会を設立した。工場の設計は八幡製鉄所技師八田郁太郎が担当し，平川技師と満鉄沙河

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
口工場機械課長直木などが彼の助手とな った。工場建設の具体的ｆ乍業は満鉄沙河口工場

が担当し ，同工場は１９１６年９月に臨時設計係を設けるとともに，翌年７月 ，それを建設

課と改称した。１９１７年３月 ，同工場はさらに「鞍山工場準備掛」を設立した。設計と計

画にもとづき ，「第１期建設計画」は期間３年，投資額３，Ｏ００万円 ，第１年度の建設費

８１５万円 ，そのうち大部分が設備購入費とされ，それらは沙河口工場が処理することと

した 。

　その後，沙河口工場に設けられた「鞍山工場準備掛」は満鉄「鞍山製鉄所創立委員

会」を完全に代替するようにな った。工事が進むにつれ，立山に設けられた事務所は ，

八田郁太郎を主任として ，土地買収，市街地経営，職工訓練，建設事務等の仕事を管轄

した。そして工事の完成が近づいた１９１８年５月１５日 ，「鞍山工場準備掛」と「沙河口工

場建設課」は合併して鞍山製鉄所が正式に設立され，八田が所長に任ぜられた 。

　工場建設速度は比較的速か ったと言える 。大部分の工事は１９１７年春から［始まっ て１

１９１８年末には完成した。それにはつぎのものが含まれていた。漂準傾斜度１／６００～

１／１２００（製鉄所工場地は丘陵の末端の台地にあり ，高度が一定でなか った）の２５万坪の土地の

平坦化。変電所や機械工場等合計２，５８２坪，すなわち８
，５００ｍ２ 余りの１６の建築物の建設 。

５２５ｍ３の高炉１基，８０窯の コークス 炉カミ２組，および４基の熱風炉の建設。発電機 ，

蒸気タービソ ，揚水ポソプ，送風機，巻揚機および巻揚塔，除塵機，ガス 洗糠設備，洗

炭設備，熱風冷風設備，鉱津処理設備，ガス 設備，副産物回収設備，電動機などの購入

と据えつけ。１８．５５マイルの工場鉄道の敷設。千山河水源地と首山水源地工事および循

環水設備。４０万坪の市街地計画にもとづく一部街路の建設と上下水道の敷設。家族住宅

６５０戸と小学校舎１棟の建設，等 々。

（９１１）
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　１９１９年３月に コークスエ場が コークス 生産を開始し，４月２９日に１号高炉の火入れが

なされた。このようにしては，鞍山製鉄所は正式に操業をはじめた 。

　日本侵略者は漢肝その他の使い走りを元気づけるために，生産開始時に干沖漢に対し

て玩金１万円の報賞を与えた（写真１１）。 満鉄奉天公所長鎌田もつぎのように彼の「功績

を述べている 。」「振輿公司の業務開始以来，鉱山採堀権の獲得と製鉄所その他の各種事

業を通じて，干沖漢先生はたえず中国の一部官民の疑惑にさらされ，時には偲偲と言わ

れ， また時には売国奴と罵られながらも ，終始一貫，万難を排して会杜事業のために心
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
をつくして努力された。琴にその功労は著しく卓越している」。 鎌田の建議にもとづい

て満鉄は，さらに張作霧，王永江，干沖漢兄弟等に報賞として金時計を与えた（写真１２）。

　１号高炉の火入れがされた時，２号高炉とその付属設備はなお未竣工であ った。当時

満鉄は世界における鉄鋼需要が拡大を持続すると見ており ，利益を望むことができると

考えていた。そこで「小製鉄所先行」方針が改変され，３およぴ４号高炉，製鋼設備な

らびにその付属設備を包括的に含んだ増設計画が決定され，ただちに実施された。そし

て１９２０年のうちに完成される予定であ った。こうして，第１期計画に包括されている２

基の高炉を含め，４基の高炉と付属設備全体が操業すれぱ，一年間の銑鉄が３０万トソ
，

鋼材が１５万トン生産されることにな った。ただし ，その後，戦争の終結と戦後経済恐慌

の影響は，鉄鋼業を苦境に陥れることにな った。こうした形勢の下で満鉄は，第２期増

設計画の執行停止を余儀なくされただけでなく ，すでに竣工していた２号高炉の火入れ

も無期延期とな った 。

　（２）深刻な経営危機

　ベルサイユ講和条約の調印が終わり ，１９１９年秋にな って武器その他の軍需物資の需要

量は急速に減少した。日本経済は現状を維持したものの，基礎産業とされる鉄鋼業は ，

かえ って急速な不況に見舞われた。１９２０年９月には全面的経済恐慌が勃発し ，鉄鋼業は

さらに大きな打撃を受けた。一般の商品価格は１年間で４０％下落し，戦時ブームで設立

された大小の企業がつぎつぎに倒産した。世界の鉄鋼市場の状況はさらによくなか った 。

大戦初期に鉄鋼輸出を禁止した英，米などの国は失った市場を改めてまた奪取しようと

した。さらに加えて１９２１年より始まっ たいわゆる軍縮の動きは，さらに鉄鋼価格をはげ

しく下落させた（表５参照）。

　銑鉄価格は１９１８年９月に最高のトソ 当たり５４１円に達していたが，１９２１年９月には最

低のトン 当たり６５円，１９１８年９月の最高価格の約８分の１にまで下落した。鋼の価格は

（９１２）



　　解学詩「鞍山製鉄所の変遷」（１）（松野）

表５　第一次世界大戦前後の日本の鉄鋼価格

１９１５年 １９１７年 １９１８年

１２７

（単位 ：円）

１９２１年

品　目
６月　１２月　平均　　６月　１２月　平均　　６月　１２月　平均　　６月　１２月　平均

銑鉄　５７　６３　５８１９５３２１２１５４０３３５６４０６　７３　７０　７８

丸鋼　１１６３４６１４４３０２３２５３３９４３９３２１３９０１２８１２６１３１

鋼板　１０４４３０１５０７４３５３７５６９９７６３５４８３４１３６１３３１４０

資料出所 ：日本商工省鉱山局編，『製鉄業参考資料」 ，ｐｐ
．１３４～１３５．１９３７年６月

。

１９１７年８月に最高のトン 当たり５５９円に達していたが，１９２１年２月に最低のトソ 当たり

１２４円 ，１９１７年８月の最高価格の約５分の１にまで下落した。鋼板価格は１９１８年８月に

最高のトノ 当たり１ ，２８５円に達していたが，１９２１年８月には最低のトン 当たり１２４円
，

１９１８年８月の最高価格の約１０分の１にまで下落した 。

　深刻な経済恐慌は世界各国の鉄鋼業に衝撃を与えた。当初完全に戦争需要にもとづき ，

造船および兵器工業目あてに膨張を遂げた日本鉄鋼業は，その脆弱性を暴露した。それ

に加えて ，経営の不良，分業の未展開，生産原価の高いことが原因とな って ，国際市場

における競争力は大きくなか った。こうした状況の下で，日本の多くの鉄鋼企業，とく

に民間鉄鋼企業が大量に淘汰された。日本農商務省の調査によれば，八幡製鉄所を除外

すると１９２３年末まで製鉄会杜中１４杜が休業し ，８杜が生産を継続しており ，製鋼会杜中

１４杜が休業し ，２１杜が生産を継続していた。しかし ，この経済恐慌における日本の鉄鋼

生産の低下度は，世界の鉄鋼生産の低下度よりも小さか った。それは鋼材生産において

甚しく ，低下さえも見せなか った。それは主に日本鉄鋼業が国家的保護の助けを借りる

ことにより ，一定程度恐慌の深刻さをおおい隠せたからであ った 。

　鞍山製鉄所は中国の領土内にあ ったものの，日本の投資と経営によるものであり ，し

たが って当時の日本鉄鋼業の体系の中に組み入れられていた。その発展については，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
本の各方面からの影響を受けざるをえなかった。操業１年目は銑鉄３１ ，６２０トン を生産し

　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
たにとどまり ，市場販売量は４，４６９トソであ った。１９２０年９月末には日本国内の銑鉄滞

貨量は４０万トソに達した。このような情勢の下で，鞍山製鉄所は１９２０年の２号高炉操業

計画の執行停止，ならびに現有生産品の処理対策を余儀なくされた。しかし，１号高炉

は操業から日が浅く ，技術が不安定であり ，銑鉄の硅素含有量も大きか ったため生産原

価はとくに高く ，生産品の販売は困難であり ，国際市場ではい っそう競争力をもたなか

った 。

　表６に見られるように，日本の銑鉄販売価格が鞍山銑鉄の原価を大きく上回 っている

（９１３）
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１９１９～１９２０年を除くと ，戦後の６年のう

ち３年で鞍山銑鉄原価が日本銑鉄販売価

表６　１９１９～１９２６年鞍山製鉄所銑鉄生産

　　原価と日本銑鉄販売価格対比

　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：円）

格を上回 っており ，たとえ鞍山銑鉄原価

が日本販売価格を下回 っている場合でも ，

その差は大きくない。もしさらに運賃や

関税を加えると ，鞍山銑鉄はたんに利益

を望めないだけでなく ，莫大な損失（表

７参照）が不可避であ った。満鉄杜長
　　　　　　　　　　　　　　　５）
（以前は総裁と呼ぱれていた）川村竹治が第

２２回株主総会でいみじくも述べているよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料出所 ：（１）昭和製鋼所，〈総合統計期報〉，ｐｐ

．１４６一

うに，「毎年少くない欠損が生じており ，　　　　　 １４７
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）日本商工省鉱山局編，［製鉄業参考資料』
，

そのため世間には，この製鉄所を満鉄の　　　　　　 ｐ．
１３４ ，１ｇ３７年６月

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
足手まといと言う者がややもすれぱいるようである 。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表７　１９１９～１９２７年鞍山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製鉄所歴年欠損状況
（３）アメリカ資本およぴ技術導入計画の流産　　　　　　　　　　　 （単位 ：万円）

年　度 鞍山製鉄所 日本銑鉄
銑鉄生産原価 販売価格

１９１９ １３０ ．７２ １６４

１９２０ ９１ ．１９ １３３

１９２１ ７８ ．９７ ７８

１９２２ ６９ ．７３ ６９

１９２３ ５４ ．６０ ６７

１９２４ ５８ ．０７ ６４

１９２５ ６７ １３６ ５９

１９２６ ５１ ．３０ ５８

　経済恐慌による打撃と連年の深刻な欠損に見舞れてい

たにもかかわらず，日本帝国主義にとっ て鞍山の豊富な

鉄鉱資源とすでに建立しはじめた製鉄事業については ，

「国家政策面より考慮すれば，決して軽 々しく放棄され
　　　　　　　　　　　７）
るべきものではなか った。」いわんや，投資額はすでに

３，

ＯＯＯ万円あまりにものほ っていた 。

　　　　　８）
　野村龍太郎は，再ぴ新たに満鉄杜長に就任した時，ち

ょうど深刻な経済恐慌に出くわすことにな った。彼は事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料出所 ：［鞍山製鉄所事業概観』
，

業と財政の状況にもとづき ，いわゆる拡充と整頓の方針　　　　　叩．５８＿５％

を決定し，ただちに実行した。それは，一つの事業を拡充する場合，同時に整頓にも注

意し ，［事業の１軽重と緩急を区別する 。そして ，ゆっくりと進めることができる事業に

ついては積極的措置をとらないというものであ った。鞍山製鉄所においては，一方で第

２期建設計画の執行を停止する ，つまり第３および第４の２基の高炉建設を停止すると

ともに，もう一方では製鋼１事業へ１の発展に備え，技術改良を通じて局面打開を図る

ことが試みられた 。

　このため満鉄は１９２０年に，ただちに鞍山製鉄所拡充計画の策定に着手し，２基の現有

年　度 欠損額

１９１９ １４８ ．７１

１９２０ ６４２ ．２５

１９２１ ２８７ ．３７

１９２２ ３１９ ．８３

１９２３ ２２４ ．０８

１９２４ ２９５ ．５６

１９２５ ３７１ ．９９

１９２６ ３８０ ．６５

１９２７ １５ ．７５

（９１４）
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高炉が生産する銑鉄をすべて製鋼用とし ，年間２５万トンの生産を準備し ，これを一単位

とした。所要資金としては，既投資３．２６４７万円と１９２１年予算計上事業費１５５４万円の他

に， なお３ ，４３１ ．７万円を必要とした。その後１単位を拡張するごとに，すなわちさらに

２５万トンの鉄鋼生産設備を増やすごとに，第１単位より１，ＯＯＯ万円づつ投資を減らすこ

とができる（すでに基礎ができているため）。 このようにして ，４単位にまで拡大していく

ならば，つまり ，製鋼規模が１ＯＯ万トソに達した時には，当初からの投下事業費総計は
　　　　　　９）２． ０９億門となる 。このように膨大な投資を進めていくことは，当時相当困難であると言

われた。１９２０～１９２１年に満鉄資本金は２億円増加し ，４．４億円とな ったものの，数千万

円の投資をただちにひねり出すことは，口で言うようには容易でなか った。しかし満鉄

の指導者たちは，鞍山製鉄所は欠陥を是正し，一人前にする必要填あり ，必ず製鋼事業

を発展させなけれぼならないと考えていた 。

　こうした状況の下で野村杜長は一つのアメリカ資本導入計画を提出し ，その計画実玩

のための活動を進めた。計画の要点は，日米共同出資で満州製鋼所を設立し ，本渓湖と

鞍山両地域の製鉄事業を代替させる ，そして元からの本渓湖煤鉄公司と振輿公司は採鉱

に専門的に従事させる ，というものであ った。野村が満鉄理事に送 った「日米共同出資
　　　　　　　　　　　　　　１０）
創設満鉄製鋼所に関する内部報告」の記載によれぱ以下のような計画であ った。新しく

設立する満州製鋼所の日本側投資は５１％，アメリカ側投資は４９％を占める 。満鉄は鞍山

製鉄所の所有工場地，建物，設備，鉱石，材料および振興公司に対して持っている一切

の権利を，新評価を行なわずに原投資額に利息を加えることにより出資相当分に基礎換

算する 。大倉組が経営する本渓湖煤鉄公司も ，今述べた原則に従い，大倉組の原出資中

から新製鋼所への投資とみなす分をとり出し ，それに相当する株式を引き受げる 。振輿

公司と本渓湖煤鉄公司は，資本の調整がされるものの，機構は不変であり ，両公司の所

有する財産と一切の権利は，すべて新製鋼所に経営を委託する ，等 々である 。

　野村の述へるところによれは，日本大蔵大臣はすてに同意を表明し ，陸軍大臣と外務

大臣も異議がないようであ った。それ以外にもすでに内閣総理大臣にも指示を求めてい

たが，ただ大倉組の意見はまだ求めていない，とのことであ った。野村の考えは，内閣

の反応を見た上で，政府の意向を根拠にして大倉組と交渉し，同時に政府も大倉組に働

きかけ説得することを希望する ，というものであ った。１９２１年１月 ，野村は一方で内閣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
総理大臣に対して正式に申請を行ない，もう一方で井上匡四郎と具体的策略を練 った上

で， 井上をアメリカに派遣し ，金融界に働きかけを進めた。野村は総理大臣に対する手

紙の中で，つぎのように述べている 。アメリカ人はともすれば日本が門戸開放主義に違

（９１５）
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反し，利権を独占していると非難している 。現在もし鞍山および本渓湖両製鉄会杜を同

時に提供し，アメリカ資本を吸収して目米合弁会杜を創立するならぱ，アメリカの誤解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
を解消できるだけでなく ，「満洲に唯一無二の一大鉄鋼企業をもつこともできる」。それ

は目本鉄鋼政策にもある種の支援を与えるものであり ，こうして一挙両得の良策である ，

と。

　井上のアメリカでの活動は相当の成功を収めたようであり ，アメリカ資本Ｕ　Ｓスティ

ールとの間で共同経営の協議がまとまっ たと言われている 。しかし，当初ハリマソの満
　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
鉄買収事件と全く同様に進んでいたこの一計画も失敗に終 った。ハリマンの計画は小村

寿太郎か強硬に反対したために中止されたか，日米合弁会杜の我が国東北鉄鋼事業協議

は松岡洋右の妨害により水泡に帰した。松岡はこのことのためにまる一年間活動したと

言われている 。

　　１）　［満鉄王国ｊ ，ｐ
．２０７

．

　　２）１９１９年４月２２日付「奉天公所長鎌田より満鉄総務部長，鉱業部長宛書簡」，満鉄楮案，甲

　　　種，総体，文書，産業，鉱業，第１１冊の１ ，第２１号
。

　　３）　［満鉄第二次十年史』ｐ ．７５９。昭和製鋼所『総合統計期報』第５巻第１号，ｐｐ．１４６－１４７
，

　　　は３２，１２６トソと記している 。

　　４）　『満鉄第二次十年史』ｐｐ．７２９－７３０
．

　　５）川村竹治はかつて台湾総督府内務局長，日本拓殖局長，ならびに内務次官を歴任し ，１９２２

　　　年牧野内務大臣の推薦により満鉄第８代杜長に就任した。１９２４年６月 ，満鉄機密費か「政友

　　　本党」に流された一件が暴露し，引責辞職し，その後「政友本党」顧問に就任した 。

　　６）満鉄楮案，甲種，総体，文書，株式及杜賃，本杜総会，第６冊の８ ，第１号 。

　　７）満鉄杜長川村竹治「第２２回株主総会における発言」，満鉄楮案，甲種，総体，文書，株式

　　　及杜倹，本杜総会，第６冊の８ 、第１号 。

　　８）野村龍太郎（１８５９～１９４３年）。 工学博士。１９１３年日本鉄道院副総裁，同年満鉄総裁に就任 。

　　　１年もたたずに免職される 。１９１９年，ふたたび満鉄杜長に就任。１９２１年，副杜長中西済一の

　　　汚職事件でふたたび免職される。彼の在任期間中，満鉄資本金は２億円増加して４．４億円と

　　　なる一方で，９，０００名の労働者が職を奪われた 。

　　９）１９２１年５月１８日付「満鉄総務部長の杜長宛電報」，満鉄楮案，甲種，総体，文書，監理 ，

　　　昭和製鋼所，第２３冊の１３，第１号 。

　　１０）１９２０年１２月２９日付「満鉄野村杜長の中西副杜長宛書簡」 ，満鉄楮案，甲種，総体，文書 ，

　　　監理，昭和製鋼所，第２２１冊の１２，第１号 。

　　１１）井上匡四郎。１８７６年生まれ。かつて東京大学教授１工科大学採鉱学科１ ，その後満鉄撫順

　　　炭鉱長，および鞍山製鉄所長を歴任。数度にわたり貴族院議員をつとめ若槻内閣では鉄道大

　　　臣に任命された。戦後は通産省顧問等の役職についた 。

　　１２）１９２１年１月２４日付「満鉄野村杜長の原敬内閣総理大臣宛書簡」，満鉄楮案，甲種，総体 ，

　　　文書，監理，昭和製鋼所，第２２１冊の１２，第１号 。

（９１６）



解学詩「鞍山製鉄所の変遷」（１）（松野） １３１

１３）　日露戦争後，日本はツアー・ Ｐシアの後塵を拝して南満州鉄道の権益を獲得したものの ，

　資金が欠乏していたため，アメリカの「鉄道王」ハリマン が機会に乗じて日本で活動し ，資

　本を提供し買収することをはかり ，双方の協議がまとまっ た。 その後，小村の強固な反対に

　より中止とな った 。

（９１７）




